
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

 令和５年度第２回新里地域づくり協議会を、次のとおり開催しました。 

 

   令和６年３月18日 

 

新里地域づくり協議会  

 

１ 開催日時 

  令和６年３月７日（木） 午後６時30分から午後８時00分まで 

 

２ 開催場所 

  新里福祉センター １階 研修室 

 

３ 議題 

 (1) 令和５年度宮古市地域創造基金事業報告について 

 (2) ＪＲバス岩泉茂市線の路線変更について 

 (3) 令和６年度実施予定の主要事業（新里地域）について 

 (4) その他 

 

４ 会議の概要 

 ・令和５年度宮古市地域創造基金事業の「地域活動枠」（新里生涯スポーツ推進事業）につ 

いて、実施団体による事業実施報告を行った。 

 ・ＪＲバス岩泉茂市線の路線変更について、市公共交通推進課より説明を行った。 

 ・令和６年度実施予定の主要事業（新里地域）について概要説明を行った。 

 ・新里地域バスのデザイン変更についてお知らせした。 

 

５ 問い合わせ先 

  新里地域づくり協議会事務局 宮古市新里総合事務所地域振興係 

   電話 0193-72-2111 
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令和６年度 第２回新里地域づくり協議会 議事録 

 

１ 開催日時  令和６年３月７日（木） 午後６時30分から午後８時00分まで 

 

２ 開催場所  宮古市福祉センター １階 研修室 

 

３ 出席委員  ９名 

 

４ 欠席委員  ３名 

 

５ 発 表 者  新里地区生涯スポーツ推進協議会事務局 ２名 

 

６ 事務局出席者  ３名 

 

７ 傍 聴 者  なし 

 

８ 協議内容 

 (1) 令和５年度宮古市地域創造基金事業報告について 

   令和５年度宮古市地域創造基金事業の「地域活動枠」について、実施団体による事業実

施報告を行った。 

    事業名  新里生涯スポーツ推進事業 

    団体名  新里生涯スポーツ推進協議会 

    助成額  310,000円 

 (2) ＪＲバス岩泉茂市線の路線変更について 

   ＪＲバス岩泉茂市線の路線変更について、市公共交通推進課よりバス停留所の新設、フ

  リー乗車区間の新設等の説明を行った。 

 (3) 令和６年度実施予定の主要事業（新里地域）について 

   令和６年度実施予定の主要事業（新里地域）について、概要説明を行った。また、令和

  ５年度実施事業の進捗説明を行った。 

 (4) その他 

  ア 事務局より、新里地域バスのデザイン変更についてお知らせした。 

  イ 事務局より、地域自治区と地域創造基金が令和６年度をもって延長期間が終了する旨

   の説明を行った。 

 

９ そ の 他 

  神道委員より、新里小学校の地域学校共同活動推進委員について推薦依頼があり、各委員

 により所属団体等に照会することとした。 

 

 

 質問・意見等の要旨は別紙のとおり。 
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別紙 

 

 

  

(1) 令和５年度宮古市地域創造基金事業報告について 

 ○事業名  新里地区生涯スポーツ推進事業 

 ○団体名  新里地区生涯スポーツ推進協議会 

質 問 ・ 意 見 回   答 

（委員） 

 競技結果について、岩手日報の地域スポー

ツ欄に掲載する計画はないか。 

 

（委員） 

 岩手日報は、様式に記載してメール等で提

出すれば掲載されると思う。難しいことでは

ないので取り組んでみてはいかがか。 

 

 

○講評 

（１） 

 地域住民が健康であるため、生涯スポーツ

は大事であると認識している。 

 事業に参加するため各地区にチームが結

成されており、そこから広がることで、これ

まで経験したことがない人も参加できるよ

うになればとてもいいことだと思う。 

 地域に必要な事業であるので、今後も継続

して実施してほしい。 

 

（２） 

 コロナ禍等で人と会う機会が少なくなっ

てきているが、当事業は地域住民と触れ合え

る貴重な場である。 

 一部の種目では参加チームが以前より

減っているものもあるが、継続開催している

ことに感謝する。 

 健康づくり、地域住民の交流の場として、

引き続き開催されることを望む。 

 

 

（事務局） 

 現在その予定はないが、事業の開催を報道

機関に投げ込みし、周知することとしたい。 

  

（事務局） 

 検討してみたい。 
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(2) ＪＲバス岩泉茂市線の路線変更について 

質 問 ・ 意 見 回   答 

（委員） 

 フリー乗降区間が拡大されるが、これまで

のバス停はどうなるのか。 

 

（委員） 

 これまでも西町方面を運行していたか、 

 

 

（委員） 

 変更の想定は、新里・岩泉方面の乗客が西

町方面で停まりたいということか。 

 

 

 

 

 

（委員） 

 娘が学校から帰宅する際、ちょうどいい時

間のＪＲがなかったため県北バスを利用し

たが、料金が高かったと言っていた。いくら

くらいの設定か。 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 大雪等により運行に遅れが生じると思わ

れるが、時間どおりバス停に行っても、いつ

来るかわからないバスを寒い中待つことと

なるため、運行状況を利用者に知らせる手段

はないか。 

 

 

（市公共交通推進課） 

 バス停に変更はない。 

  

 

（市公共交通推進課） 

 運行していたが、これまで乗り降りはでき

なかった。 

 

（市公共交通推進課） 

 そのとおり。 

 県北バスとの競合を避けるため、今回の改

正で宮古病院行きに宮古駅から乗車するこ

とができなくなった。 

 新里・岩泉方面から乗車した方が市内で降

車できるようにするもの。 

 

（市公共交通推進課） 

 料金は県北バスを参考に設定しているの

で、ほぼ同額となっている。 

 ＪＲと比べると、どうしてもバスの方が高

くなってしまう。 

 なお、先の新聞報道のとおり、ＪＲ山田線

の定期券で106急行バスに乗車できる実証実

験を、令和６年４月から３月まで実施する。

高校生にとって利便性が向上するものと思

われる。 

 

（市公共交通推進課） 

 県北バスは現在どこを走行しているか確

認できるが、ＪＲバスはできない。 

 現状では東日本交通に問い合わせる方法

しかないが、バス停に連絡先が記載してある

か確認したい。 

 



4 
 

 

 

  

(3) 令和６年度実施予定の主要事業（新里地域）について 

質 問 ・ 意 見 回   答 

（委員） 

 管轄外とは思うが、保健センターの屋根が

すごく錆びている。早く対処した方がいい。 

 

（委員） 

 公共施設の屋根が錆びているのがよく目

につく。トレーニングセンターも錆びてい

る。錆びてから塗装しても意味がないので、

葺き替え前提で放置しているのか。 

 

 

（委員） 

 昨年も話題にしたが、旧和井内小学校下の

道路が狭くて、先日の大雪の際は車のすれ違

いが困難であった。 

 今回のような大雪は毎年のことではない

と思うが、一応提案した。 

 

 

（委員） 

 新里小の校庭の水はけを改善するための

工事を行ったようだが、雨水が側溝に流れず

道路にあふれ出てくる。なぜこのような施工

となったのか。 

 

（事務局） 

 予算的な問題もあり、屋根は後回しになる

傾向があると思われるが、現場確認のうえ状

況を所管課へ伝え、対応策を聴取して報告す

る。 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 昨年度提言を受けて現場確認を行ったが、

大きな擁壁があり、土地の所有権関係により

簡単ではないと考えている。 

 意見として伺う。 

 

 

 

（事務局） 

 現場確認のうえ状況を所管課へ伝え、対応

策を聴取して報告する。 
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４ その他 

質 問 ・ 意 見 回   答 

（委員） 

 地域づくり協議会について、以前は地域づ

くりに関する提言や市に対する発信等を行

うほか、公共交通に関する視察を実施したこ

ともあったが、ここ数年は地域創造基金の審

査・報告や市施策の報告の場となっている。 

 地域づくりのための意見交換や、発信でき

る場所として協議会は必要であると思う。 

 また、地域創造基金がなくなると、これま

でやってきた地域の事業が実施できなくな

り、地域の衰退に繋がる。 

 

（委員） 

 事業実施に基金が必要であるのはもちろ

んだが、地域からは高齢化により実施できな

くなるとの意見も出ている。 

 

（委員） 

 事業実施を広域化する等、実施方法を考え

ていくのも地域づくり協議会の役目である

と考える。 

 また、若い人の意見を取り入れることも必

要である。 

 

（委員） 

 地域づくり協議会は各事業を実施するプ

レイヤーではないため難しいポジションだ

が、根本的な流れや施策等を検討し、提言し、

それをいかに地域に落としていくか検討す

る位置づけにあると考える。 

 

 

（事務局） 

 今後１年かけて検討してくこととなるが、

皆様からの意見を吸い上げ、検討材料として

いきたい。 

 地域振興に対する支援策についても、地域

の要望等を含めて検討していく。 

 

 

 

 


